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設定が出来ましたら次にセメント2本使いの配合を作成します。

①「配合設計」の「配合設計の丸め・混合方法などの登録」を起動。

②「計算値丸め方法」を選択。

③「セメント欄表示枠数 (JIS2024 以降 )」の「2つ」を選択。

１．(R5083) セメント2本使いの使用方法について

この度リリースしたR5083では、セメント2本使いで配合設計出来る機能を追加しました。
まずはセメント2本使いを使用するための設定を行います。

※A4別途用紙　(R5083)PS-S　セメント2本使いにおけるセメント記号と
　計量印字記録・単位量一覧について



続いてセメント2本使いで作成した配合の配合計画書を作成し、
セメント2本使いに対応していることを確認します。

その他は従来通りの作成方法となります。

以上、セメント2本使いの使用方法でした。

①「配合設計」の「配合基本データ・モルタル配合作成」を
　起動し、「基礎事項」を選択。

②「表示用セメント記号を使用する」の「セメント記号」欄に
　表示させたい文字を入力。 最大で半角４文字まで入力でき
　ます。 今回は「BA+」と入力します。

③「配合計画書」を起動し、
　物件配合を追加すると
　入力した「BA+」が表記。

①「配合設計」の「配合基本データ・
　モルタル配合作成」を起動。

②「使用材料表」を起動し、
　2種類のセメントを追加。

③OKを選択し配合を保存。

「セメント種類による記号」を変更したい場合は以下の通りとなります。

②セメントを２本登録した配合を選択すると、１本目の 
セメント記号「N」と２本目のセメント記号「BB」を
スペースで結合した「N BB」という表記で出力

　されます。

①「配合計画書・計算書、アルカリ・塩化物計算書」を起動。



●材料混合方法を容積混合に設定した場合の配合計算書

●材料混合方法を質量混合に設定した場合の配合計算書

今回は普通ポルトランドセメント（C1）と高炉セメント B種（C2）の混合を

以下の条件で使用した場合の配合計算書を記載いたします。

材料丸め方法：四捨五入

普通ポルトランドセメント比率：70%　（密度：3.15）

高炉セメント B種比率 　　：30%　（密度：3.04）

以上、必要に応じて切り替えてご使用ください。

２．(R5083) セメント2本使いの計算方法について

セメント2本使いでの配合計算設定および、計算方法の説明です。

①単位セメント量 (個別量分割 )が追加。

①単位セメント量 (個別量分割 )が追加。

①「配合設計」の「丸め・混合方法などの登録」を
　起動し、「材料混合方法」を選択。

②「材料混合方法」から
　「容積混合」と「質量混合」が選択可能。

以上がセメント2本使いでの配合計算設定箇所となります。
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休業日のご案内
2024 年 11 月 23 日（土）は、祝日 (勤労感謝の日 )となり、フリーダイヤルはお休みいたします。

同日は、営業業務・経理業務ともにお休みとなります。何卒ご容赦頂きますようお願い申し上げます。

容積検査は、以前からセメント 2本出力しております。
そのため「セメント欄表示枠数 (JIS2024 以降 )」が 1つでも 2つでも、セメントは 2本出力されます。

３．(R5083) セメント2本使いにおける動荷重検査・容積検査表について

③「材料別設定」で 2本使いに対応。

動荷重検査表・容積検査でもセメント2本使いに対応しました。
本誌「１．セメント2本使いの使用方法」を設定している場合、ご利用いただける機能となります。

②「編集」の「配合基本データ選択」を起動し、
　セメント 2本使いの配合を入力しOKを選択。

①「工程管理」の「動荷重検査表・容積検査」を起動。

③「基本設定」の「動荷重検査表」を起動。

④帳票内でもセメント 2本使いに対応。


